
二
十
六
の
二

地
域
の
農
業
の
振
興
に
関
す
る
地

方
公
共
団
体
の
計
画
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全

て
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。）に
お
い
て
当
該
計

画
に
係
る
区
域
内
の
農
用
地
等
の
保
全
及
び
効

率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
定
め
ら
れ

て
い
る
当
該
区
域
内
に
お
い
て
農
用
地
等
以
外

の
用
途
に
供
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
土
地
の
区

域
内
に
設
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
当
該
計
画
に

定
め
ら
れ
て
い
る
施
設
で
、
第
二
十
八
号
イ
か

ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
も

の

二
十
六
の
二

地
域
の
農
業
の
振
興
に
関
す
る
地

方
公
共
団
体
の
計
画
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全

て
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。）に
お
い
て
当
該
計

画
に
係
る
区
域
内
の
農
用
地
等
の
保
全
及
び
効

率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
定
め
ら
れ

て
い
る
当
該
区
域
内
に
お
い
て
農
用
地
等
以
外

の
用
途
に
供
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
土
地
の
区

域
内
に
設
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
当
該
計
画
に

定
め
ら
れ
て
い
る
施
設
で
、
第
二
十
八
号
イ
か

ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
も

の

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

ホ

当
該
計
画
に
従
つ
て
農
用
地
等
以
外
の
用

途
に
供
さ
れ
る
土
地
が
、
法
第
十
条
第
三
項

第
二
号
に
掲
げ
る
土
地
の
う
ち
第
四
条
の
三

第
一
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
事
業
の
施
行
に
係
る
区
域
内
に
あ
る
土

地
を
含
む
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
の

工
事
が
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
の
初
日
か

ら
起
算
し
て
八
年
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ホ

当
該
計
画
に
従
つ
て
農
用
地
等
以
外
の
用

途
に
供
さ
れ
る
土
地
が
、
法
第
十
条
第
三
項

第
二
号
に
掲
げ
る
土
地
の
う
ち
前
条
第
一
号

ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業
の
施
行
に
係
る
区
域
内
に
あ
る
土
地
を
含

む
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
の
工
事
が

完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
八

年
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
十
七

地
域
の
農
業
の
振
興
に
関
す
る
地
方
公

共
団
体
の
計
画
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を

満
た
す
も
の
に
限
る
。）に
お
い
て
そ
の
種
類
、

位
置
及
び
規
模
が
定
め
ら
れ
て
い
る
施
設
（
当

該
農
業
振
興
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
農
業
の
振

興
を
図
る
た
め
に
必
要
な
も
の
に
限
る
。）

二
十
七

地
域
の
農
業
の
振
興
に
関
す
る
地
方
公

共
団
体
の
計
画
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を

満
た
す
も
の
に
限
る
。）に
お
い
て
そ
の
種
類
、

位
置
及
び
規
模
が
定
め
ら
れ
て
い
る
施
設
（
当

該
農
業
振
興
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
農
業
の
振

興
を
図
る
た
め
に
必
要
な
も
の
に
限
る
。）

イ
〜
チ

（
略
）

イ
〜
チ

（
略
）

リ

当
該
計
画
に
従
つ
て
農
用
地
等
以
外
の
用

途
に
供
さ
れ
る
土
地
が
、
法
第
十
条
第
三
項

第
二
号
に
掲
げ
る
土
地
の
う
ち
第
四
条
の
三

第
一
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
事
業
の
施
行
に
係
る
区
域
内
に
あ
る
土

地
を
含
む
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
の

工
事
が
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
の
初
日
か

ら
起
算
し
て
八
年
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
。

リ

当
該
計
画
に
従
つ
て
農
用
地
等
以
外
の
用

途
に
供
さ
れ
る
土
地
が
、
法
第
十
条
第
三
項

第
二
号
に
掲
げ
る
土
地
の
う
ち
前
条
第
一
号

ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業
の
施
行
に
係
る
区
域
内
に
あ
る
土
地
を
含

む
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
の
工
事
が

完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
八

年
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ヌ
・
ル

（
略
）

ヌ
・
ル

（
略
）

ヲ

当
該
計
画
に
従
つ
て
農
用
地
等
以
外
の
用

途
に
供
さ
れ
る
土
地
が
、
第
四
条
の
三
に
規

定
す
る
事
業
が
現
に
施
行
さ
れ
て
い
る
区
域

内
に
存
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
土
地

を
当
該
計
画
で
定
め
ら
れ
た
施
設
の
用
に
供

す
る
こ
と
に
つ
き
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
事
業

の
施
行
者
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ヲ

当
該
計
画
に
従
つ
て
農
用
地
等
以
外
の
用

途
に
供
さ
れ
る
土
地
が
、
前
条
に
規
定
す
る

事
業
が
現
に
施
行
さ
れ
て
い
る
区
域
内
に
存

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
土
地
を
当
該

計
画
で
定
め
ら
れ
た
施
設
の
用
に
供
す
る
こ

と
に
つ
き
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
事
業
の
施
行

者
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
八

法
第
八
条
第
二
項
第
四
号
、
第
四
号
の

二
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係

る
施
設
（
法
第
三
条
第
四
号
の
施
設
を
除
く
。）

で
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

二
十
八

法
第
八
条
第
二
項
第
四
号
、
第
四
号
の

二
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係

る
施
設
（
法
第
三
条
第
四
号
の
施
設
を
除
く
。）

で
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

イ
〜
ホ

（
略
）

イ
〜
ホ

（
略
）

ヘ

当
該
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
が
、
第

四
条
の
三
に
規
定
す
る
事
業
が
現
に
施
行
さ

れ
て
い
る
区
域
内
に
存
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
施
設
の
設
置
に
つ
き
、
あ
ら
か
じ

め
当
該
事
業
の
施
行
者
の
同
意
が
得
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

ヘ

当
該
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
が
、
前

条
に
規
定
す
る
事
業
が
現
に
施
行
さ
れ
て
い

る
区
域
内
に
存
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
施
設
の
設
置
に
つ
き
、
あ
ら
か
じ
め
当
該

事
業
の
施
行
者
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る

口
頭
意
見
陳
述
等
）

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る

口
頭
意
見
陳
述
等
）

第
四
条
の
六

令
第
八
条
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
（
平
成
二

十
七
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
。
以
下
「
準
用
行

政
不
服
審
査
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
八
条
（
準

用
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
第
十
八
条
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す

る
方
法
に
よ
つ
て
口
頭
意
見
陳
述
（
法
第
十
一
条

第
七
項
（
法
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服

審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以

下
「
準
用
行
政
不
服
審
査
法
」
と
い
う
。）第
三
十

一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
口
頭
意
見
陳
述
を
い

う
。）の
期
日
に
お
け
る
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、

審
理
関
係
人
（
準
用
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
八

条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
を
い
い
、
法
第
十
一

条
第
三
項
（
法
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）の
異
議
の
申
出
に
あ
つ
て
は
、
異
議
の
申
出

人
及
び
準
用
行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第
四
項

第
四
条
の
五

令
第
八
条
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
（
平
成
二

十
七
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
。
以
下
「
準
用
行

政
不
服
審
査
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
八
条
（
準

用
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
第
十
八
条
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す

る
方
法
に
よ
つ
て
口
頭
意
見
陳
述
（
法
第
十
一
条

第
七
項
（
法
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服

審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以

下
「
準
用
行
政
不
服
審
査
法
」
と
い
う
。）第
三
十

一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
口
頭
意
見
陳
述
を
い

う
。）の
期
日
に
お
け
る
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、

審
理
関
係
人
（
準
用
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
八

条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
を
い
い
、
法
第
十
一

条
第
三
項
（
法
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）の
異
議
の
申
出
に
あ
つ
て
は
、
異
議
の
申
出

人
及
び
準
用
行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第
四
項
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